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防災・にぎわいなど広場分科会の
ご報告

1

2022.3 第55回 地元調整協議会 資料１
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主要広場空間等の計画について

当該ページの解説を上部に記載しています。

■本資料の見方について

以下に、本日の資料の見方をお示しします。

表題

【サンプル】

解説

＜防災・にぎわいなど広場分科会でのご意見＞

⚫ 第28回、29回防災・にぎわいなど広場分科会で
頂いたご意見を青枠内に記載しています。
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防災・にぎわいなど広場分科会の開催報告

以下の通り、防災・にぎわいなど広場分科会を２回開催しました。解説

ハチ公広場

スクランブル交差点

ｃ

(4)西口地下広場の整備

(1)渋谷の街の顔となる
地上広場・スクランブ
ル交差点の設え

(3)アーバンコア・O字階段、
銀座線・スカイウェイの一体的再編

(5)西口上空広場の整備

(2)中央棟先端部の再編

■第28回防災・にぎわいなど広場分科会

＜日時・場所＞
・令和3年11月22日（月）10:00～11:30

・場所：商工会館5階第一会議室

＜議題＞

・下図に示す5つの基盤計画のうち、特に（１）地上広場・スクラ
ンブル交差点、（２）中央棟先端部、（３）アーバンコア・O字
階段、銀座線・スカイウェイ について「検討のポイント」をご
説明し、議論しました。

■第29回防災・にぎわいなど広場分科会

＜日時・場所＞
・令和4年2月1日（火）10:30～12:00

・場所：商工会館2階大会議室、一部オンライン、一部書面開催

＜議題＞

・下図に示す5つの基盤計画のうち、特に（１）ハチ公の位置・交
番の位置・スクランブル交差点の形状についての「基本的な考え
方」、（４）西口地下広場、（５）西口上空広場 についての
「検討のポイント」をご説明し、議論しました。
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（１）地上広場・スクランブル交差点

※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり

凡例

夕方ピーク時の将来歩行者交通量に対して歩行
者サービス水準Aを確保するのに必要な幅員

上記動線を参考に人が歩行すると考えられる場所

広場から歩行者動線を除いた実際の滞留空間

バス乗降者空間

これまでに皆さまから頂いた意見を踏まえハチ公広場の具体的な検討を進めるにあたり、大きな要素と

なる「ハチ公像」や「交番」の位置など基本的な考え方を整理し、「防災・にぎわいなど広場分科会」

でご意見を頂きました。

②交番の概ねの位置候補

③スクランブル交差点の検討案

交番
予定地

①ハチ公像の概ねの位置候補

解説
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（１）地上広場・スクランブル交差点

※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり

凡例

夕方ピーク時の将来歩行者交通量に対して歩行
者サービス水準Aを確保するのに必要な幅員

上記動線を参考に人が歩行すると考えられる場所

広場から歩行者動線を除いた実際の滞留空間

バス乗降者空間

＜ハチ公像の位置について＞

現在と同規模〔またはそれ以上〕のまとまった空間を確保し、スクランブル交差点との関係性、ハチ
公の物語性などを考慮し、概ね図示の位置で検討を進めて行きたいと考えます。

解説

①ハチ公像の
概ねの位置候補

＜防災・にぎわいなど広場分科会でのご意見＞

⚫ 渋谷にとってのハチ公はタウンイメージを
作る重要なシンボルであり、心情的・国際
的なものであると捉えてほしい。

⚫ 待合せとは別に、ハチ公と一緒に写真を撮
る人、順番待ちの人のスペースも考えてほ
しい。

⚫ ハチ公は今の位置から大きく移動しないで
ほしい。

⚫ ハチ公とスクランブル交差点の見せ方は工
夫すべきである。
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（１）地上広場・スクランブル交差点

※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり

②交番の概ねの位置候補

交番
予定地

JR改札

＜防災・にぎわいなど広場分科会でのご意見＞

⚫ 安全安心の確保が大前提であり、ハチ公広
場全体を見渡せる場所に交番を配置してほ
しい。

⚫ 交番の位置は良いが、JR自由通路との関係か
ら西側と南側に向いた方が良い。

⚫ 観光案内所は交番と別にしっかり作ってほ
しい。

＜交番の位置について＞

施設の大きさは今よりも大きいものが望まれているが、ハチ公広場とスクランブル交差点を見渡せる
視認性の良い位置、主動線から外れた位置として概ね図示の位置（現在位置）で検討を進めて行きたい
と考えます。

解説

凡例

夕方ピーク時の将来歩行者交通量に対して歩行
者サービス水準Aを確保するのに必要な幅員

上記動線を参考に人が歩行すると考えられる場所

広場から歩行者動線を除いた実際の滞留空間

バス乗降者空間
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（１）地上広場・スクランブル交差点

JR改札

スクランブル交差点
横断歩道を現況位
置に近づける

ハチ公側の横断歩
道開始位置を南に

ずらす
③横断歩道の検討案

現在と同等の間口長を確保

交番
予定地

＜防災・にぎわいなど広場分科会でのご意見＞

⚫ スクランブル交差点が小さいとつまらない。

⚫ スクランブル交差点は全体の形を面として考
えるものだと思う。

⚫ スクランブル交差点が小さくなるのは寂しい
が、ハチ公広場を拡げることを考えると、横
断歩道の位置を変更するのは良いと思う。

＜スクランブル交差点の形状について＞

スクランブル交差点は、駅前広場の再編に伴い、神宮通りの車線数を減らしたことからコンパクトな

形状の計画となっています。

今やスクランブル交差点は観光資源でもあり、魅力が低下しないような配慮が必要と考え、安全性に

配慮し、ダイナミックさを損なわない街の玄関口としての佇まいとなるように検討を進めて行きます。

解説

※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり

凡例

夕方ピーク時の将来歩行者交通量に対して歩行
者サービス水準Aを確保するのに必要な幅員

上記動線を参考に人が歩行すると考えられる場所

広場から歩行者動線を除いた実際の滞留空間

バス乗降者空間
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（１）地上広場・スクランブル交差点

※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり

JR改札

スクランブル交差点③スクランブル交差点
の検討案

現在と同等の間口長を確保

凡例

夕方ピーク時の将来歩行者交通量に対して歩行
者サービス水準Aを確保するのに必要な幅員

上記動線を参考に人が歩行すると考えられる場所

広場から歩行者動線を除いた実際の滞留空間

バス乗降者空間

交番
予定地

ハチ公像位置

N

①ハチ公像の概ねの位置

②交番の概ねの位置

「①ハチ公像」「②交番」の概ねの位置、「③スクランブル交差点」の形状について、「防災・にぎわ
いなど広場分科会」での意見を取り纏め、「渋谷駅中心地区まちづくり調整会議」へ上申していきます。

解説
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（１）地上広場・スクランブル交差点

第28回防災・にぎわいなど広場分科会資料より

東口広場などについては、今後、ハチ公広場の検討とあわせて、具体的なレイアウト等について、皆さま

と意見交換しながら検討を進めたいと考えます。

解説



中央棟先端部

4階

スクランブル交差点より
宮益坂交差点方面

見る見られるの関係
見る見られるの関係

4階

3階
3階

p. 10

（２）中央棟先端部

※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり

（２）中央棟先端部の整備検討についてご説明します。

＜見直し検討の考え方＞

• 広場先端部を4階⇒3階に高さを下げることで、東西広場との「見る見
られるの関係」を高めます。

• 先端技術発信施設と賑わい広場空間で、渋谷の象徴となる景観を形成
します。

解説
＜防災・にぎわいなど広場分科会でのご意見＞

⚫ 中央棟先端部の4階から宮益坂方面に降りる
ルートは考えて欲しい。

⚫ 大山街道をのんべい横丁側に渡るルートに
ついてもお願いする。

先端技術
発信施設

3階広場

JR利用空間の一部

賑わい空間

検討範囲

JR利用空間

検討範囲

JR利用空間の一部移転

北側 南側 北側

先端技術
発信施設

3階広場

検討範囲

JR利用空間

南側

新たな地下空間の創出

渋谷の象徴的な景観を創出

3F広場（屋外）

JR利用空間

検討範囲

＜見直し検討の考え方＞



ハチ公広場

①歩行者通路（西口スカイウェイ）
・銀座線を支える柱、スカイウェイの柱の削減を検討
・スカイウェイを銀座線と同じ高さに下ろす検討

動線の真ん中に位置する柱を無くすこ
とによる、地上歩行者動線の円滑化

地上の視線の抜け・開放感を創出

４F

②エレベーターの位置を再検討
・分かり易く使いやすいように再配置
・O字階段の再検討

地上歩行者動線の円滑化

縦導線機能の強化

※分かり易いようにアーバンコア屋根は省略しています

O字階段

ハチ公広場

拡大図

↓下げる検討

EV・階段
の再検討 減らす検討

効
果

p. 11

（３）アーバンコア・O字階段、銀座線・スカイウェイ

※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり

（３）アーバンコア・O字階段、銀座線・スカイウェイ

の一体再編についてご説明します。

＜見直し検討の考え方＞

• 動線の真ん中に位置する柱を無くすことによって、地上歩行
者動線を円滑化し、地上の視線の抜け・開放感を創出します。

• エレベーターを分かり易く使いやすいように再配置します。

解説 ＜防災・にぎわいなど広場分科会でのご意見＞

⚫ 地上に柱が少なくなることは良いことである。

⚫ アーバンコアの階段はスクランブル交差点などの撮影
スポットとして期待している。大きな屋根が邪魔にな
らないようにして欲しい。

⚫ 西側のスカイウェイが4階から3階、また4階という経
路になっており残念。フラットに繋ぐことは出来ない
のか。出来ないならスロープに出来ないのか。

⚫ スカイウェイは幅員４ｍでは足りない気がする。

⚫ まちに出ていくことを考えると、アーバンコアの大階
段の向きはセンター街側に向いているべき。

効
果

＜見直し検討の考え方＞


